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~iti 抵設1f~震性主的クてい~~ a安い8創't-同事rJ尊重左逝んで苅ν
渇げるlfit不,iiJIP鴻補tiitt~ さず

'>f. If）吃弘司事 事決司~~電器ttrJ 事でお.1）ザーミマンずの電ち

さて丞B ~巴捕の問Y滑りて同叉自ち7 トの＇~じさがゐ
自1J-，ρ艇のて韓国淫r二丘レ 自分。低汐繍枠fJa考1-1.白がに浮奇形互U:レ
く切る舗、モケ$グ摂成~~霞b時ぞf)例打P、ててJ；！車-r ク，乙微攻、

＆焚守 ）~ lゐ個人でわJl彩芭われ JtK 111 I司
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三ヶ月に洩る都訴按の部提出頂さ4レたlit原語放に渡る謝指導と獅賀子

刃に厭議奴レJv fc.ての四を－－!Aタ教といフた形を奴り3すと

賢官多所の体般 原6まま下向ア口 紅制 J'e導巴i婆と指導技術 宮鼠

ゐ！ 1盲導岩．京a民主倫理 紛i育ρ反隠そfに／メミ揺？？ク~6 t；考へ3

す． ニf'I守主とり3とP 訟のf可証とレて£送り奴レAす．

。星空室笠斤iの駅想／J'!)l 儲良三氏も入所の肪笑修所｛返却SI淵）の事後欄に~~守るプリント駒4持

白点。申でVxマンピシプ．タそち往ち白タ速さクくり．穫ノ4雑多削工事

に関係レ.J哲11.hρ豪雨と主沼桶；ご m:p「nた紙作1：：.素守て赤坂5に

ぶつがるより介自＂＼j府今でじ~.

ぞθ中で 白ポ1)flをレ~－ぞn~ 1t り超文で行く人淘ρカムがち t; 出 2
n る人出開示‘偲J人if)人向ι一 ~ JJ. JLAト自証下さ 'oj－~ した。 i~ 怠£白
黒、に偉レ 肉怠る白t{:~ 1ホ〕ι開策U 理部生通レて でθ苦レみ毛Bゑ凶

j’lるぱ”で怠く、目躍v1ごてρ苦キ謄レて行ク火事ぜしJク ぞの事に

4フて て11に停クて伝奇tilti、ρ？容さ 白己主θ職、v五宅自イトでとラへPれ

K で しょりご話ρ、ゆか唱者:J~nφ こと Q く夫1の令 F品へぎE来ぼれた事T

しよク.9} ｛.｛ る白？－~ I：、内起る白黒ぜ Eきすること凶文fじD原tiτ寂レはがp

bた ~Jへと厚0. fOJ令f,:ii て心おけ私達 I~ ぞれを在］哲さ邑る 'li.J)＇ りでむ

く．人間~？J.払窯の京格5キiこ遺るニ L KJ って人向~立方主主店主よみF

ヘラi 人出加者ク乏レさと 段軍．と苔ク＊闘を通tノて ぜ桁をばか

とレてθ人向i句1fi、θ恋愛令、混~ti訂能ι怠る このごと icil;fJす矛きも店

くλ声ヲ有ンク E.J ＼ ク組~J.f,l,)jJ~さと混さな通 υて可能i10J で ぞ｛ti(

知ふるに指導選θ指導法適とにさって 歓？主主れる と政てL乏しより

人出ρ白~とほ 私達。大＿， u~曹~~東態と侍じ 五す：J' タ？在る文fιi：潟レ

悶ιる文i'J.こ J) 基盤のょに~ク~ゎ．又J寄港与。符さしJ ク． g:;t({) ~ l ~露

宴 薪＃.へθ啓t＿一一応起る岳民Qるまや：穴手g'f賓と容すJ}ti? !J .3. ~ ぷ／

~按り人顧のさと命ρょにま2 れ て p折披に乞rplJ）ち~ffJJ pますて こ

に自多神耕と豪政をa:oJず，てθ白1管のよ〆ヲθ出符でなげれば 予攻

。j'lt.~ 0生揚わ．控誌、出1JJ... /i。でほ庖ρでしSヴノti'.ぞ！）確認、二そ

終末拡をほラJf 木菟 1：：進jます＆生bι市t!~ し4 ク

与えよ層賢官ヂ妨害事後採験屯託8レて託、＝て 少υ枝5ρbづた長身r.忌たて

θi妻、闘え｛））卸安秀iこレて正打ほと著きレるし 3した， ！｛11-在おイちびレて

.l!Jt. ~委主 お待ラレて v＂五す 。 -79一
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る人θ歩む濫の方釦付t'h6,JJ、ヲと

いへsす．

。tく真援でbるとひ ク吉薫丑聞2

3す〆ぜθごと国孝間的島知誌iこ

対する吉震でゐフ乙ス刃ヴデAシプ
p場会葬休Ji渇υて日未J知る智害、

でゐりnii見f7泡ρ ぞP意味で、

く真実＞~店ηれほf.J ラ fl 心ので

はな＂＇でしょク JJ'.

きクレ乞抱負:/J、ラス刃ワテイングの

人前.重ヒ I~ 決レて~~~~・2 れ

ることでIJむくて ス刃ケトとレで

。周ij，＜グラの自己へθ意υさ． ぞp

衰魁z戸畑』宰とv、ク!tぜ出てく φる1)

でゐラク ι ~OJ. ず ．

Jli'雰嘉白体d)ll:）長 ι 
志社う舌瑚

無~h-0所信iτ＆－＜同区き I? り

手す。弘定スガクデdン／ f}追を

歩むを＞IJ、共通θ預とば伺んでレ

dクP'".~ラく l'- p費媛、のメプ

ゼージと$邑星wヲ． 更に吉煮

を刻丈n岡、生活僚件でbφ友金

住餅熊時三ぞθよρ1ヒ併

すラぎでゴさ．泊五しより．

点、レ毘実ぼ一体ビク怠θ で Lt クj~

ス；却すJティン7'1：｝）づてほ人由形

成。基本也 ＜ 白衣ト〆自身ヘに時

6;tJ、げる〉での事を基金とレて

ス力ウチAングといり方法で劃有

する 白タト毛~トぜ引安＼）8'れる

訓育と申巴昌レょっ．ぞり意味で ' 
｜仰ぜI)通！？－ 濁され在住活。甲でθ

？接税白旗開じιれ封。 I 
l悲住反対の主婦d)人失点P故意

ち/J、y¥ .tきて に罰則規定、rI 
I K Ab ~ i1 fl，がり令、台タトで生活在

ぷ緒混史θ足h＇こと ta木末拡lこ帰 ｜ 
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C自由のま休でbり.~}f. 次断． 。道Jグめる老子です．ス刃クト I)~蕗
決意θお自在j守フて v＼~す・ ｜ お！技t＂）クわ 究段辺二、にくゐ汐

白少の兎仰げでωιまクて J で区怠ψでしJ'JP＇・（：久同盟P凶

くるゐθすす．只道偏差活りまぞ拡 i ん王手心思~Jそ岡弘正記心 ぞ 〉 むレえ

ぼ素面回白留の1乏で．英θ，..bまで I ;n9テイングj~面卸価値lご ρど6 も
θ白自国Mくt{達。肉面の生活令.I 8 で~る店ラば 自主任とJク令ρ
忍法治波立クてJる.r~ 肉面白 I ;l者野宮永るでし4 ワ~＇？
質輩ほど久切fJ.もOぽhり.ae.u I 銀鼠2 の切で

宮哲tt／｝へtlll’白少♂謬仰星 ｜ 狩に完封忌νた失を害；＝~~~ す・
、に縦攻~n Y-鳳tJぜμくてー．．． I ·.J..＇~手速に国 . ＜＂~ 1J 人間ι レて I)~

.totメ付 く玖リを犯すこ乙に均等 ｜ 本釘a:~ dく能ρ、Pくる欲求がbり

L.＇つ てのす鷲吃常·~']91こ解紋レ I s.1 ..スガウデ4ング η掛ア釘jf階

てレヨ心Zすレ 白J}d.) ~ホ股也遅し｜ l~於て）UJJ屯こ ι·~ · で D按京三街
ν Z分d)ペースに5l込んで．宮、ikしっ、精神高生引出レて行4こと

クよクlこ指導レてi詰X¥Jている人 lfラ初迂り3す。砥．隊を通レて1踊

〆bるよ クです・；f ぞ8乙ι凶安｜ 盤ゐるものとレて語ゆられてiすく て

る意味き 白か1)ペースで善悪生 1 0過笠を費iτレマ0実匹。即て ．

bヴクラク 4 ク U 外部p、9~伺 ｜ 訴にレてrtく；.：.i'JI}ダログヲムです

~iJ t . 完~.. ＼タ~を1'flu計るdク I Jf 7 ぇ刀ヲデ-4:,,7θ目釘とおび

おもので訳家旬にぼ 街埠えを I っく箆通レー－ ／）、私注j吉増掃とじて

つ〈ラ己人向として主主ゐ~営を I u暴り.l?t~ 息ラu ，，， ~θでし： I'} 

矢隠さ也るの乙同じよク I~ 私込 ｜ 猛フて重に進訟の舟の銀管． 勧告~19

スJけ ず；4ング在宇C指宅6ιレ！ 店反省でlj. ~＼クし〆、づn.c~出 て 章、
ててθ私自初主活P綜 何事 1 3す 少穿／人J}J<..1. f)~~ 手ネ
レてωゐぞθことを自慰するとι｜ 〆bり3す.＃f)ぞれ児思えゐl)ff

以沖亀l..O週ぽ店ぷりでば也、＇~ I 導何患を 回j軍司 ．抵.l訟を魚し〈

でし付同CスガヲテAげりえ｜ () ~ ？； り（ 班活明 〉と釘泊料蜂
ιいへdiO人dt'll証:zo人以｜ レてさEれれ総計hetv、μ ．

投能訓官事に妓レ3レても iえ

毒θ到定にの歩夜6nてい品すと

白色ヲとづれてしJ°＂、aレよ り

スヌクヂインク0河程訓i菅とi話、

回8費 ． 奈若桑！~生る通tP と宮フ化’

J撃で国スPヲトbl育Id.0ミりたタa
己ん， ての過程／.γj・・1~？到る久

と詑ぴ特ρて出るοて 宮町噂k

／｝箆狩員に1せて官II相ヨ可能tJIfで

きθ時ぞの時！こ意ll,tlb！＇.）.働低

，がhるθて モ ρヲ~ Ji を意味し 1 亨

0丞三金堂豆島：盈盛ζ

ZゑE怠!2.1主主と1弘J

4、：写白寄．自Pよま6入-r,_t，久ぞ

I} q,＇ヰ淀ff).J. ~ス足？？九 p i/ 

￥｝｛） た6κ 釘脅~ しんで向ク も

θ、なり芦であるこι、 i悦兎

の支穆Fラ奴 レ孟すE ti.£トθわ

き？孟え~白喝さ邑るとと 進級if..

目ぱ ぞn佐通レて愛脅I)立場に

bる少停をレて 包ラ遠心で愛げ

るとい ク箆暫卸立場l（~、へ。こ ι ’ 
で白ぢ全般レ白9試みる 制官

で白旬への舎鍍でbゐ祇にft.おθ

芦J支に促dれて頃tJ'? fjρとWO

a 9 o 吹ってス刃'77'"-iンクl立ガ

法ぜ｝）［＞とν1回nるとと国てρ ！ 

-SJ尺て心ることを御3京事：きた

ム で自りn1;1形式マガまj員似

ことに営クTレ基 ＞； I'予です．

。 京技官ヲお1法 tf金援θ~え

I)扶りを

"d.主回人と人と0向IC持仕

す6く＊t手記〉θ関係ピが

て持丘する傍空白手子生でJ)fj

S定事ゐこ L回出永昌ぜん．

卸ρ通P相対的情伝此者11}:

｝~ t.· !J立クてρ3す。言て荻l手

ぞP価値』お列＆越えて 友証

すみ θ戸恥歓をす〆~1を河プ
氏~ピIJ..入レ K 時I;)j主義：の主乞

静柾ぱ阜く息.!'.JJす。善悪の

だえ次絶対者~l!-・0芭烹 で ifp、

fl. 偏人笠 ii . 泣~在活。
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政タイプライタ吋幻凶ト酬もされ乙 これは初駒憾 ｜ 

誕 生 と 釈除草提鴛堅人の略作野原、その環境につい

いのら
~ 

仏・·~取得のための資

tg一回会合で副長信について錯し合った。少し

鍛かしかったようI.［のでとりまとめてみに．

釈4事伝』 電車鷲伝についは、議.i{I.め「f二人う

し、緩自民をさげでまとめてみよ う．

.u.速にとって、その生涯を渇して ヘとして

徒住したという怠総入と してやきて行〈生

き方、そして人として求めて行〈ことの出来

主道主明ICして下さったζと、又釈”が人II.日

l;t“めさ．めるべきAの”と紛えられ、 人l/lll;t

にfご、 その臼その臼を無怠車~fz:Aお しする乙

とでは、 満足出来I.（い存.（£であり、 t・•！かを；k

め多みつづける払のだというζとん．そうい

う級事転令人間の崎正史O)l'.ゃに刷！（雪れたとt、う

乙とに~て、万人に遷り、他の伶人といわ

れる人と網越Fする点である。

人として乙の世に生を受け、人にf.（ろうと

して歩み出されたその歩みは、まず、人とし

て生れた という事実がど人は敏夫fごつにの

金♂という君臨突からもnま札 そ し ぐ、主主主

（指鳴者｝の言鎮守暢争トその主aH・側いて

生きている人々に出合うζ とによっての綴織

と、p＂き教 えられた仇のとして、その身のl付

IC，自覚されて米た使命』ζ往きるJJ;みがili・Iか

」与その乙とが、手ん宝の（t厳令人とはってfJ

〈歩みへと呼ひ・かIt、呼びかへしてくれるの

~ 

て＆聞いたζとだろが、その巾でどう歩まれ

fよか。

私達点生れたという ζとは、そのいのち ．

という色のが、身体とE際機i'持ったという乙

土でしょう。 その環機とt;t、まず家系と自制

緩というζとです。

すくなくと色、弘i主は生れてくる崎、’トれ

Hiる世界、窓境についてι例弘知らI.［かった

誌かついたら、’1£れIζ色｛＼：ってAらう乙との

m楽々い、乙の~の人憎がif>った。また生れ

たというそのIH~F,:{IC/nてゐfこえられていた

条件 ．．．，．．． その時代；人州：例却しそして

家庭環境等々具体的f.t内事f;!l;t、ほとんど限定

されていたと営えます。とすると、そう した

小K父母会縁としてしてのいのら、貸金IC.::Rみ

おとされたとしか考える人が、何級、勝子IC

~んだf.［ どととrじるζとに1.t るのであろう。

しかし生命、いのらは いか1,iる人といえど

も作るζとは出来f.(い、 f!IJ憎に恨みおと

されたのでははい、自らの（ Jfi識 〉主主；志、生

れ！むよう とする “ いのち ”が内々る閃

でめったという年1・·~1c8'!い臼党にめさfまされ

自分の｛ 集滋）を内々るl潟として．父i生~

t者として、父母ICよって災わ8れる寝境のす

ι.·~か、戸地0）いIJ）ら令H体的竺立三~

むための尖践のにめのλ； ~，，~~~·らの縁とし

L」旦！！..2t£.~巴主主＿JM.＞.と旦主主丘三
くれるf、のであっf：と 「i-frlj~ずにはおれ

与じ虫主ゑゑ，

匡亙Eヨ
仏ireはその誕生f乙於て、じJかめるいて 1 人

l:天下礁我独毒事 」とうたわれたと設かれて
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L、る。七歩とは六.ili~ilえるというg味て特に

じ歩あるいて とゐる金主五とはその人1ζよっ

てその人の人生1ζ長 ．制 ．はあるけれど人 そ

の人＇・ti.it歩く乙と、 つまり、iむを求めて移〈乙

と、そして、その泊・~卒：%に、長i分0) Aのとし

てhX.殺する、岐しとげるCとでめる。

人！自治~tれて来たという乙と l;t 、 tt!IC、 4主守食

｛£ .の泌足、 1主べられれば渦.leでゐる従ら動物

とfa］等かわらl.[l、。それたけでIJ鎌足JI¥米I.（い

のが人間でゐ弘、＊・2当Eζ自分4ζ応えられる邑

のでゐるはら自分lj倒をしてAL、t、というのが

人間でゐる とすれば、 どうすれば繍lf'.11＼訓告

るのか。斗本例制！？にt、のか。 そrII'.草l.i!の

人生が道.Z.31<め、自分の4のにする、自分のt、

のとして成脱する。 そ令いうg止まを払ってζ

の世！I乙生を受けたのでめる。自身、 偉いねうら

のゐるζ0）弘でめるとt、う怠味-i-.fJらわしt：の

が量!Itでゐり．まに義定その払のの終えで邑ゐ

る。歩みつづける乙と4きやめれば、 Aう人間で
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スカウテイ ングで；n~砂む・ とか iO~を求めて

!p{J'ζとが主力ウテイングでめると教えられた

恨必IA乙乙九あるのである．

機p
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